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資料１ 海の中道海浜公園の歴史  

（１）平安時代から昭和まで 
 
海の中道遺跡（8 世紀〜11 世紀） 

海の中道遺跡は太宰府政庁に直属した厨⼾(くりやべ)の集落跡と⾒られている。出⼟品としては、製塩⼟器や漁
具、調理具のほか、灰釉陶器の薬壺、役⼈が制服の腰帯に飾った⽯袴、「唐草双鳳⼋稜鏡」など、上層階級が使った
特異な異物がある。 

 

元寇 1281 年（弘安 4 年） 
⽂永の役では、福岡市外に上陸し戦った元軍だったが、2 度⽬の来襲時には海岸線⼀帯は防塁で防備されており、

やむなく志賀島を選んで上陸したらしいと予測されている。 
現在、島には、⽂永の役の時に逃げ遅れた蒙古軍を葬った地に建⽴された「蒙古軍供養塔」、弘安の役の時に⾼野

⼭の僧侶が蒙古退散を祈って安置した不動尊が、そして実際に蒙古軍が退散した際に⽕焔の部分が残されていたの
でそれを記念した「⽕焔塚」がある。 

 

海の中道の植林 1660 年（万治 3 年） 
加藤弥左衛⾨は以前より⻄⼾崎の不⽑の砂地に⼟を⼊れ松の植林を試みていたが、根付けに成功し、これより本

格的植林が始まった。 
この時期、⿊⽥⻑政が徳川幕府の下博多に⼊り、新⽥の開発や植林などを奨励し、⽣の松原や百道松原などを形

成したらしい。海の中道の植林もこの流れの中で⾏われたものかもしれない。 
 

1779 年（安永 8 年） 
加藤弥三之丞重賢も⻄⼾崎に松を植える。 
 

⾦印の発⾒ 1784 年（天明 4 年） 
「漢委奴国王」の⾦印が志賀島より発⾒ 
 

明治維新 1863 年（⽂久 3 年） 
⻄⼾崎に異国船打ち払いのための砲台場建設 
 

博多湾鉄道の開通 1904 年（明治 37 年） 
博多湾鉄道(株)⻄⼾崎〜須恵間開通(翌年宇美までが開通)粕屋炭⽥、志免炭⽥からの⽯炭の積出港として栄えるこ

ととなった。1943 年（昭和 18 年）国鉄が買収して⾹椎線となった。 
 

⽇本で初めての製油所 1909 年（明治 42 年） 
⽇本で初めての製油所であるライジングサン⽯油稼働開始。その後⽶軍⽯油廠を経て、シェル⽯油へ（現在は経

営統合し出光興産株式会社）。 
 

雁ノ巣⾶⾏場 1936 年（昭和 11 年） 
雁ノ巣に国際⾶⾏場が建設された。京城、⼤連、上海、台北へ向かう⽻⽥に次ぐ 2 番⽬の規模(76ha)を誇る国際

⾶⾏場であり、2 本の滑⾛路(1700ｍ、1300ｍ)があった。 
 

⻄⼾崎炭坑開坑 1937 年（昭和 12 年） 
⻄⼾崎炭坑開坑。⽯炭積出港、炭坑と続き、⻄⼾崎地区は栄えることとなる(昭和 30 年の 8,688 ⼈がピーク)。

1963 年（昭和 38 年）閉⼭。(閉⼭の後、⻄⼾崎開発(株)となり、⻄⼾崎ゴルフ場、マリーナなどを現在も経営) 
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博多海軍航空隊創設 1940 年（昭和 15 年） 

海の中道に博多海軍航空隊創設。初期は、⽔上⾶⾏艇が⾶ばされていたが、その後普通⾶⾏機も⾶び⽴つように
なった。同時期に渡辺鉄⼯株式会社が海軍の御⽤達として組⽴⼯場及び試験場を設置するため広⼤な⼟地を買収し
て⾶⾏場となった。 

 

⽶軍駐留 1945 年（昭和 20 年） 
⽶軍、海軍航空隊跡に駐留「キャンプ博多」と称す。 
⽶軍 640 部隊、及び特殊電波関係部隊が駐留。朝鮮戦争当時は第⼀線の⽶空軍基地として使⽤され、航空機の⼤

型化、ジェット化により⾶⾏場としての価値が薄れてからは無線基地となった。無数の鉄塔(アンテナか)が建ち、そ
の間の⼟地がゴルフ場に使⽤された。現在の都市計画道路の博多湾側(現在リゾートエリアになっている)に司令部隊
の中枢があり、道路から北側の現在野外劇場、サンシャインプールとなっている部分に将校宿舎等があった。 

 

福岡市との合併 1960 年（昭和 35 年） 
和⽩町、福岡市と合併 

 
⽶軍基地返還 1972 年（昭和 47 年） 

⽶軍撤収 
 
 
 

（２）⽶軍基地返還から現在まで 

1971（昭和 46）〜1980（昭和 55）年 
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1981（昭和 56）〜1990（平成 2）年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1991（平成 3）〜2000（平成 12）年 
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2001（平成 13）〜2010（平成 22）年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011（平成 23）〜2020（令和 2）年 
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資料２ これまでの計画・設計 

（１）計画・設計の経緯 
本公園の計画・設計は、1976 年（昭和 51 年）の基本設計で全体の計画・設計を⾏い、その後順次エ

リア毎の計画・設計を⾏う形で進めてきた。 
基本設計後の公園全体に係る計画として、1998 年、1999 年（平成 10 年、11 年）に「海の中道海

浜公園環境共⽣計画」を策定している。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）1976（S51）.3 海の中道海浜公園基本設計の概要 
〇基本理念 ※要約 

基礎条件︓“海の中道”の歴史的形成過程とその進化の⽅向性と⾃然⽣態的段階の認識 
テーマ ︓海の中道の⾃然体系と 21 世紀へ向けての⽂化・レクリエーション展望の 

共⽣環境の創造 
 ⽬標 1︓⾼度な⽣態的段階の環境を創出すること 
 ⽬標 2︓循環的かつ⻑期的に需要を喚起しうる内容と質を確保すること 
〇基本⽅針 ※要約 

  本方針

a.社会条件
に対して

〇福岡市のレクリエーション一大拠点、北部九州圏域の広域緑地系統の一環として位置付け。
即ち、日帰り利用を主体としながらも、既存施設を活用した宿泊利用も考慮。

〇隣接、近隣地域への本公園建設が与える影響を十分検討して、共存関係が成立するための条
件に配慮しながら計画策定を進める。

b.自然条件
に対して

〇新たな造成に当たっては、既存の植生、地質、土壌条件等を十分考慮する。

〇全域が地表を除いて砂地である為、土壌改良又は土壌置換を行う事により植栽に適した土壌
条件をつくる。

〇臨海性の植生を改善し二次林の形成を促進しつつ、緑地帯を拡大発展させる。

〇淡水と塩水の自然的バランスを破壊しないように池の造成を考慮する。

c.計画条件
について

〇スケールメリットを生かし自然公園的な性格をベースに通年利用可能な計画とする。

〇利用需要の多い夏季の海岸レクリエーション利用に対しては特別に考慮。ただし海岸線の現
状保全を前提とし、一部浸蝕防止対策を行う。

〇北から吹く潮風の防風処置を植栽や盛土により講じる。

〇限界利用者に対して利用抵抗を小さく各年齢層の人々が平等に楽しめる企画を立案。

〇池の造成の切盛は整合させる。池は自然な地下水位の変動に対応するものとする。
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資料３ 各エリアの整備状況（パークエリア） 

（１）エリア区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）整備状況 

エリア 整備状況 
①C1〜C3 ⻄⼝広場エリア 〇当初開園時から供⽤している公園のメインエン

トランスエリア。 
〇当初レストランだった⽔辺の広場レストハウス

は、1994 年（平成 6 年）から無料休憩所とし
て利⽤。 

 
 
 

②C-4 ⼤芝⽣広場エリア、 
C-12 花の丘エリア 
 
 
 
 

〇当初開園時から供⽤している本公園で最も広⼤
な広場空間を有するエリア。1990 年（平成 2
年）にレストハウスを整備、1999 年（平成 11
年）に UD に対応した⼤型複合遊具の新設を⾏
っている。 

〇2007 年（平成 19 年）に⼤規模花修景を展開
できる花の丘を整備。 
 

③C-5 動物の森エリア 
  
  
 
 

〇当初開園時から供⽤している、動物を⾝近に観
察し、触れあえるエリア。 

〇継続的に動物舎の増設・改修等を実施。 
 
 
 

カナール ⽔辺のレストハウス 

 花の丘 

 動物餌やり体験  ふれあい動物舎 

 ⼤芝⽣広場レストハウス 
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エリア 整備状況 
④C-6 野⿃の森・いこいの
森エリア 
 
 
 
  

〇池や松林等の⾃然を主体としたエリア。段
階的に供⽤区域を拡⼤。 
〇1999 年（平成 11 年）に森の家を整備
し、⾃然体験の拠点として様々なプログラム
を実施。 
 

⑤C-7 ⼦どもの広場エリア 
 
 
 
 

〇⼦供が遊べる遊具が充実したエリア。 
〇有料施設である観覧⾞やジェットコースタ

ー等は 2008 年（平成 20 年）以降順次撤
去。2011 年度（平成 23 年度）から無料
遊具を主体としたエリアにリニューアル。 

 
⑥C-8 サンシャインプール
エリア 
 
 
 

〇1983 年（S58 年）からオープン。施設の
⽼朽化、陳腐化等から 2003 年度（平成 15
年度）に⼀部施設のリニューアルを実施。 

〇リニューアル後は利⽤者が回復。パークエ
リア⼊園者の２〜３割を占める。 

 
⑦C-9 海の中道⼝エリア、 
C-10 野外劇場エリア 
 
 
 

〇1987 年（昭和 62 年）海の中道駅の現位置
への移転に伴い、1989 年度（平成元年度）
に駅に近い場所にゲートを設置。 

〇1991 年（平成 3 年）に野外劇場を整備。
毎年野外コンサート等の⼤規模イベントに
活⽤されている。 

 
⑧C-11 フラワーミュージ
アム、バラ園エリア 
 
 
 

〇花修景施設として、1991 年（平成 3 年）
にワイルドフラワーガーデン、1993 年
（平成 5 年）バラ園を整備。 

〇2004 年（平成 16 年）にワイルドフラワー
ガーデンを「屋根のない美術館」をイメー
ジしたフラワーミュージアムにリニューア
ル。 

 
⑨Ｄ地区 
 
 
 
 

〇海浜植⽣の保全、再⽣に重点的に取り組ん
でいるエリアであり、海浜部は⽴ち⼊りを
制限。 

〇1989 年（平成元年）に福岡市の⻘少年教
育施設である⻘少年海の家、1991 年（平
成 3 年）にシーサイドヒルシオヤを供
⽤。 

〇2011 年度（平成 23 年度）には、B 地区
へのアクセス路として JR の線路・県道を
跨ぐうみなかみらい橋を整備。 

⑩Ｂ地区 
 
 
 
 

〇2002 年（平成 14 年）から供⽤を開始した
⾃然の中でのレクリエーションを主体とし
たエリア。 

〇2010 年（平成 22 年）に市⺠との森づく
りを⾏う環境共⽣の森、2017 年（平成
29 年）に博多湾パノラマ広場を供⽤。 

〇2020 年（令和 2 年）4 ⽉に森の池エリア
供⽤開始。 

  

  博多湾パノラマ広場 

    フラワーミュージアム 

   ドラゴンスライダー 

 松林保全の取り組み  森の家の製作体験 

   ⼤観覧⾞    くじらぐもふわんぽりん 

   ウォータージャングル 

   海の中道⼝ゲート    野外劇場 

    バラ園 

  ⻘少年海の家   うみなかみらい橋 

  デイキャンプ場 
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資料４ 各エリアの利⽤状況 

（１）利⽤者数（⽇常利⽤） 
〇利⽤実態調査の結果を基に、エリア毎の⽇常利⽤の多寡の傾向把握を⾏った。 
〇C 地区は、動物の森、プール、フラワーミュージアムあたりに利⽤が集中している⼀⽅、野外劇場

エリア、海の中道⼝エリア、⻄⼝広場エリア B は⽐較的利⽤者数が少ない 
〇B 地区・D 地区は、C 地区に⽐して利⽤者が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）イベント参加者数（イベント利⽤） 

〇過去 3 年間のイベント参加者数を基に、エリア毎のイベント利⽤の多寡の傾向把握を⾏った。 
〇C 地区は、野外劇場が最もイベント参加者数が多く、海の中道⼝エリア、⻄⼝広場エリア B が極め

て少ない。（データなしのサンシャインプール、海の家エリアを除く） 
〇B 地区・D 地区は、C 地区に⽐してイベント利⽤者数も少ない。 
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（３）まとめ 
〇⽇常でも、イベント時でも利⽤者が多いエリアは、C-5 動物の森エリア、C-11 フラワーミュージ

アムエリアなど。 
〇B 地区・D 地区は C 地区に⽐して⽇常利⽤・イベント利⽤も少ない。また、C 地区の中でも C-9 海

の中道⼝エリア、C-2 ⻄⼝広場エリア B は⽇常利⽤・イベント利⽤とも少ない。 
 

エリア別年間利⽤者数・イベント参加者数（2016（H28）〜2018（H30）年度平均） 順位 

  

※利用実態調査による施設利用割合に基づき算出
（算出手順）：①パークエリアの利用者数に、利用実態調査における施設利用割合（2016

～2018平均）を乗じて個別施設の利用者数を算出
②各エリア内で最も多い施設利用者数を当該エリアの利用者数とした

※B-1、B-2、C-1、D-1エリアは、エリア内に調査で聞き取った施設がないため、対象外

※H31-35運営維持管理業務実施要項（別紙17）、及び2018年度イベント実績資料
より、エリア毎にイベント参加者数を計上

※参加者数を「イベント期間中来園者数」として計上しているイベントは除く
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資料５ 未開園区域の現状 

2020 年（令和２年）４⽉に森の池エリアが開園し、未開園区域は A 地区、B 地区の残地、D 地区東
側となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（１）A 地区（雁の巣レクリエーションセンター） 

〇雁の巣レクリエーションセンター（雁レク）は、1970 年（昭和 45 年）に⼀部返還された⽶軍博多
基地の⼀部を福岡市が旧⼤蔵省から使⽤承認を受け、1971 年（昭和 46 年）に開園。 

〇後に返還された基地跡地と⼀体的に国営海の中道海浜公園の区域として都市計画決定。現在も福岡
市が条例に基づいて設置、管理を⾏っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雁の巣レクリエーションセンターの経緯 
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     雁の巣レクリエーションセンターの利⽤者数 

球技場 イベント状況（サマーキャンプ in 雁の巣） 

施設位置図 

2013
(H25)

2014
(H26)

2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

453,716 505,086 530,075 494,037 480,907 488,058

単位：人

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H26 H27 H28 H29 H30

雁の巣球場

野球場

ソフトボール場

少年野球場

テニス・バレーボール場

球技場（芝）

球技場（土）

多目的グラウンド

自転車

レジャー農園

施設別利⽤者数 

（人） 

2014 

（H26） 

2015 

（H27） 

2016 

（H28） 

2017 

（H29） 

2018 

（H30） 
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（２）B 地区 

〇B 地区の森の池エリアと A 地区の間の約 12.2ha のエリアが未開園区域。 
〇エリア内にはクロマツ林が分布。A 地区から連続する海岸線は、公園内の博多湾側で唯⼀⾃然海岸

が残り、穏やかな海に⾯した砂浜が広がっている。 
〇環境の保全と海浜レクリエーションの活⽤を両⽴させることを基本として、今後整備内容の具体化

を⾏う予定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典：エコパークゾーン ガイドブック（福岡市港湾空港局みなと環境政策課）
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（３）D 地区 

〇D 地区は、⽞界灘に沿った砂丘とクロマツ林からなる帯状のエリアであり、東側の約 98.7ha のエ
リアが未開園区域。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇⾶砂等によるマツ林の後退を防ぐため、これまでもクロマツの植栽等を実施しているが、既存のマ

ツ林の後退や砂に埋もれた植栽箇所もあり、厳しい環境の中でのマツ林の保全再⽣が必要。 
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資料６ 公園整備・管理運営によるストック効果 

〇本公園のこれまでの公園整備・管理運営で発現したストック効果を⽰す。 
〇都市公園のストック効果は、以下 9 つの効果に分類・整理される。以降、分類ごとに効果の内容を⽰

す。 
 

  

ストック効果 

整備された社会資本が機能することによって、整備直後から継続的に中長期にわ

たり得られる効果 
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資料７ 社会情勢の変化 

（１）地域社会の変化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）経済状況の変化 
 

  

出典︓社会資本整備審議会 第 44 回計画部会（2020（R2）.4.30）資料 

出典︓社会資本整備審議会 第 44 回計画部会（2020（R2）.4.30）資料 
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（３）ライフスタイルの多様化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）デジタル⾰命の本格化 
 

 
 

  

出典︓社会資本整備審議会 第 44 回計画部会（2020（R2）.4.30）資料 

出典︓社会資本整備審議会 第 44 回計画部会（2020（R2）.4.30）資料 



 

21 
 

資料編 

（５）インフラの⽼朽化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（６）「新しい⽣活様式」への対応 

（「新しい⽣活様式」を踏まえた⾝近な公園利⽤のポイント） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

出典︓社会資本整備審議会 第 44 回計画部会（2020（R2）4.30）資料 

出典︓国⼟交通省「新しい⽣活様式」を⼼がけて公園をつかおう︕４つのポイント（概要版） 
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出典︓全国都市公園整備促進協議会 New Normal Park Life ポスター 


